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乾癬治療の新時代と生物学的製剤 
昨年（2012 年）9 月 7～8

日、新潟市の朱鷺メッセ（新

潟コンベンションセンター）

において第 27 回日本乾癬学

会学術大会を開催し、盛会裏

に終了することができまし

た。学術大会は、始めに、私

の会長挨拶があり、続いて学

会事務局による会務報告、さ

らに乾癬学会が全国的に毎

年実施している乾癬症例登

録の統計結果について、本学

術大会の藤原浩事務局長に

よる報告がありました。 
学術大会のメインテーマ

は「乾癬治療の新時代」とし

ましたが、その背景として乾

癬に生物学的製剤の適応が

認められ、全国で広く使われ

始めたことがありました。こ

のことにより乾癬治療の考

え方が大きく変化しつつあ

ると言えます。学術大会直前



で学会の正会員数が 700 人台になったとのことでしたが、何と 800 人を超える参加者があ

り、一般演題数も 117 題と過去最多で、さらに生物学的製剤治療に関する一般演題が多数

を占め、その高い注目度や重要性を再認識しました。前年、2011 年の第 26 回大会でもす

でに多くの一般演題が生物学的製剤に関連するものでしたが、今回はさらに内容的にも発

展して、単なる治療経験というよりは、生物学的製剤を使っての問題点を把握して工夫す

るものが多いと思いました。ただし、教育講演を戴いた飯塚一教授の乾癬治療ピラミッド

計画 1)にあるようにこれまでの各種の治療法も重要であり、むしろ乾癬治療の選択肢が多岐

にわたり、皮膚科医は専門的知識や技量を十分に活かさなくてはなりませんが、乾癬とい

う難治性皮膚疾患を上手く治療で

きる時代になりつつあるのだと感

じました。また飯塚教授のご講演は

「乾癬治療：生物学的製剤の時代に

おけるピラミッド計画」ということ

でしたが、流石にピラミッドを作ら

れた先生だけに、図を見て解釈して

いる我々と異なり、ピラミッドの内

部や周囲に奥深いお考えや理論が

あることが判り、ピラミッドの真理

が明らかにされる機会になりまし

た。 
 

高齢化社会と乾癬治療 
特別講演では、中川秀己教授が、日本乾癬学会理事長自ら、「高齢化社会における乾癬治

療を考える」と題して、高齢化社会を迎えての乾癬治療の現状の課題と将来の展望を熱く

語っていただき、さらに生物学的製剤のメーカーは、寿司に例えれば「特上～上生」であ

るべきで「並」ではダメ、とくに後発メーカーはしっかりしなさいという熱いメッセージ

が印象的でした。2013 年の第 28 回学術大会は、9 月に中川教授が会長で東京にて開催され

ますが、東京ドームホテルとのことで、大変楽しみです。また、私なりに高齢化というこ

とで少し考えてみますと、高齢患者への生物学的製剤の投与は、乾癬を抑え込むのに楽な

治療法と思いますが、免疫低下や感染症、あるいは悪性腫瘍の危険性は増加していますの

で、若年者より慎重に適応を考えなくてはならないことは周知のことです。しかし、さら

に考えますと、すでに生物学的製剤を投与して良好な状態にあっても、数年～数十年後、

その患者さんが高齢化した時、どのようなことになるのかというと、予想できないことも

あります。 
 
 



シンポジウム 
さて、今回、シンポ

ジウムとしては、「乾

癬基礎研究の最前線」

のほか、生物学的製剤

に関連して「生物学的

製剤による乾癬治

療：次の一手は？」、

「バイオロジクス時

代を向かえた今、光線

療法を考える」、「生物

学 的 製 剤 時 代 の

psoriatic arthritis 治

療を考える」、「生物学

的製剤時代の乾癬治

療について考える：患

者さんの QOL の観点

から」の 5 セッション

を設けましたが、いず

れも盛会で、内容もき

わめて有意義でした。

各オーガナイザーお

よび演者の方々に深

く感謝しています。こ

の 中 で 、 psoriatic 
arthritis についての

シンポジウムではオーガナイザーおよび演者として、日本リウマチ学会からもご参加いた

だきましたが、これはオーガナイザーのお一人、大槻マミ太郎教授のご提案で実現したも

のです。このような他の学会との交流は日本乾癬学会としては今回が初めてであり、これ

もまた生物学的製剤の出現によると言え、新時代を象徴することだと感じています。また、

「患者さん QOL」のシンポジウムでは、全国第 15 番目の乾癬患者の会として「新潟乾癬

友の会」が 2012 年 2 月に発足したばかりでしたので、新潟地域の患者さんも参加して、と

ても有意義なものとなりました。新潟乾癬友の会の活動も活発化するものと思われます。 
鳥居・帝國乾癬研究奨励賞 
前年の第 26 回学術大会から鳥居・帝國乾癬研究奨励賞が設けられましたが、その 2011

年度第 1 回研究奨励部門受賞者である東海大学、赤坂江美子先生による「予後からみた乾



癬における治療の再評

価：東海大学医学部付属

病院開院以来の 30 年の

解析」という報告演題が

ありました。乾癬の研究

と治療のメッカである

東海大学皮膚科のこれ

までの治療成績や考え

方をまとめたもので、と

ても立派な内容でした。

一方、今回、2012 年度

第 2 回受賞者が表彰さ

れましたが、何と再び東

海大学で馬渕智生先生

の「乾癬病変部における

γδT 細胞の役割」になり

ました。私も審査委員会

の委員でしたが、厳正な

審査の結果ですので、小

澤明教授のご指導の賜

と思います。内容は次回、

第 28 回学術大会で報告

されることになってい

ます。この奨励賞には、

当然乾癬に関すること

ですが、研究奨励部門 1
名のほかに、国外学会発表助成部門 2 名、当該の学術大会で発表した優秀な演題を表彰す

る学会発表部門 4 名があります。いずれも学会会員であることが条件ですが、それぞれ 100
万円、20 万円、10 万円という副賞も授与されますので、皮膚科で乾癬の研究や治療に従事

されているとくに若手の先生方は、まずは学会会員になって、これらの賞に挑戦してみて

はいかがでしょう。このような学会賞は、スポンサーに感謝するところではありますが、

学会の発展に寄与し、しいては日本における乾癬研究の進歩につながるものと考えます。 
セミナー 

メーカー共催セミナーは、モーニングセミナーが 1 つ、ランチョンセミナーが 6 つ、ス

ウィーツセミナーが 1 つで、計 8 セミナーありましたが、テーマも生物学的製剤関連、ビ

タミン D3 外用関連、患者 QOL 関連、光線治療関連あるいは乾癬治療全般などバランスも



とれていて、またいずれも素晴らしい内容でした。オーガナイザーや演者の方々ならびに

共催メーカーに大変感謝しています。 
おわりに 
いずれの会場も満杯で、席の数が足りない会場も出るなど、大盛況ではありましたもの

の、これは一方では事務局の「想定外」ということで、参加者の方々にはかえってご迷惑

をおかけしたのではと思っています。ここに、深くお詫びを申し上げたいと思います。と

ころで、今回、新潟県厚生連のご厚意で小千谷縮の巾着袋に魚沼産コシヒカリ 1 ㎏を入れ

て、ご参加の方々に先着順で 1 名に 1 個ずつお配りしましたが、用意した計 500 袋が第 1
日目の昼過ぎに無くなってしまいました。これは私の予想が外れた結果で、厚生連が数を

惜しんだわけではありません。まさか 800 人を超える参加人数になるとは予想できません

でした。私の分も残りませんでしたが、もらった方々にはとても喜んでいただきました。

初日の早くから学術大会に駆け付けてくれた方々が得をしたということで、お許しくださ

い。しかしながら、もらえなかった方々も懇親会では、新潟の銘酒をたっぷり召し上がっ

ていただけたと思いますので、どうぞご容赦のほどお願いいたします。 
最後ですが、新潟におきまして乾癬の全国学会を開催でき、しかも盛会裏に終了できま

した。これは、私および我が新潟大学皮膚科学教室にとって重要な業績になりますととも

に、新潟における乾癬に関する地域医療の向上にきわめて有意義で、また、新潟乾癬友の

会の活動にも有益と思っています。日本乾癬学会の中川理事長はじめ役員の方々およびす

べての会員の皆様、また、会員でなくてもご参加いただいた先生方、ご協力いただいたメ

ーカーの各位、そして、大会を滞りなく運営していただいたオフィステイクワンに深謝い

たします。藤原事務局長および教室スタッフの頑張りとチームワークも良かったと思いま

す。日本乾癬学会の益々の発展と充実、さらに乾癬治療のさらなる進歩を祈ります。 
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